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Abstract: Monitor of All-sky X-ray Image (MAXI) was installed on the Japanese Experiment Module (JEM) “Kibo” of the 
International Space Station (ISS) in 2009 July. Some Supergiant Fast X-ray Transients (SFXTs) objects such as IGR J18483-0311 
are detected automatically by the MAXI nova alert system. We have investigated X-ray time variability of IGR J18483-0311 and the 
orbital periodicity in the X-ray light curves using MAXI data for approximately four years from the beginning of the mission. As a 
result, we found that the largest X-ray flare during the mission, reaching a flux of 14 mCrab in the 2-20 keV energy range, took place   
in 2011 January. From a power spectrum analysis, we also confirmed the approximately 18.50 day periodicity of IGR J18483-0311, 
corresponding to the orbit period observed with INTEGRAL, RXTE and Swift. 
 
１． 研究目的 

SFXTs は, 欧州宇宙機関 (ESA) の INTEGRAL衛星
によって初めて発見された大質量 X 線連星 (HMXBs) 
の一種である［1］. この系は, コンパクト天体の中性子
星とOB型超巨星で構成されており, 一部のSFXT天体
では, 軌道周期に伴う X 線強度変動も発見されている
［2］ . また , 軌道周期は  NASA の RXTE/ASM や
Swift/BAT衛星でも発見されている［3］［4］. 
この系の特徴は, 一般の大質量 X 線連星 (HMXBs) 
と比べ, 数秒から数分で flux ピークに達する急激な X
線強度上昇と, luminosity変動幅が 5桁にも達する天体
も確認されているフレアである. しかしながら, これ
らの原因はわかっていない［5］. そのため本研究では, 
3-20 keVの低エネルギー領域でSFXTs天体の軌道周期
を確認し, 巨星から中性子星へのガスの降着が多くな
る近星点で起こりうるSFXTs天体に特徴的なX線強度
変動の原因解明を目的とする.  
 
２． 全天X線監視装置 (MAXI) 

MAXIは, 2009年 7月 24日に国際宇宙ステーション 
(ISS) の日本の実験棟 (JEM) に搭載され, 同年 8月 15
日より観測を開始した全天 X 線モニター (ASM : 
All-Sky Monitor) である［6］． 

MAXIには, 2種類のカメラが搭載されている. 1つは
比例計数管を用いた, 視野 1.5°×160°, 3-20 keVのX
線エネルギー領域を観測するGSC (Gas Slit Camera) で, 
もう 1つが, 視野 1.5°×90°, 0.7-7 keVのX線エネル
ギー領域を観測する CCD を用いた SSC (Solid Slit 
Camera) である. このカメラが ISSの進行方向に対し,  
それぞれ水平方向と垂直方向に設置されている (図 1

参照) . そして ISSが地球の周りを約 92分間で周回す
ることで全天をスキャンしている． 

 

Fig. 1 : (left) MAXI on the ISS and (right) its fields of 
view (yellow area : SSC, blue area : GSC)［7］［8］． 

 

３． Supergiant Fast X-ray Transients (SFXTs) 
  この系のフレアの例として IGR J16479-4514がある. 
その形は, 200~300 秒でX線強度上昇し, 890±60 秒で
指数関数的に減少する［9］.  
 またこの天体の静穏時とフレア時の X 線 luminosity
の変動幅の大きさは, 静穏時が ~ 1032 erg s-1, フレア時
が ~ 1037 erg s-1と最大級の 5桁を示すことが観測され
ている［5］［10］. 
 

４． IGR J18483-0311 
 IGR J18483-0311は, 2003年 4月, INTEGRALによっ
て 10 mCrab (15-40 keV) のフレアが報告され［11］, また
軌道周期は , RXTE/ASM で 18.55± 0.03 日［ 3］ , 
INTEGRAL/ISGRI (20-40 keV) で 18.52±0.01 日［2］, 
Swift/BAT で 18.518±0.005日と報告されている［4］［12］. 
 この天体は, MAXIでは位置分解 (1°×1°) に影響
を及ぼす天体が少なく, これまでも MAXI によるフレ
アの検出が確認されていることから調査した. 
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５． IGR J18483-0311のデータ解析 
 データ解析には, MAXI/GSC (2-20 keVのエネルギー
領域) のデータの運用開始時から約 4年間の X線強度
変動 (1.5時間ビンと 6時間ビン) を利用している.  
 フレアの調査には, 1.5時間ビンを 6時間分にまとめ
たデータを作成した. またそのデータは, 1.5 時間ずつ
ずらして作成し, フレアのピークを調査した.  
 X線強度変動の調べた結果, 4σ, 14カ所, 5σ, 1カ所
のフレアと思われる増光が確認できた. その中でも 5
σレベルの増光は,  2011年 1月 22日, 2-20 keVのエネ
ルギー領域で 0.035 counts s-1 cm-2 (14 mCrab) の fluxに
達するものだった (図２参照).  
 パワースペクトルを用いて約 4年間のX線強度変動
の周期性を調べた結果, 波数 79 (約 18.50日周期) と波
数 20 (約 73.08日周期)にピークが見つかった（図３参
照）. この中で, 波数 20 (73.08日周期) は ISSの軌道歳
差運動周期による擬似的なものと考えられ, 波数 79 
(18.50日周期) は, RXTEや INTEGRALの観測で見つか
った軌道周期と 2σレベル, Swift の観測で見つかった
軌道周期と 4σレベルで一致した. 

 

Fig. 2 : 2-20 keV light curve of IGR J18483-0311 obtained 
with MAXI/GSC near the periastrons.  

 
Fig. 3 : Power spectral density of IGR J18483-0311. 

 
６． まとめと今後の課題 
今回の調査によって, MAXIでも 4σ, 5σレベルのフ
レアらしき X 線強度変動の検出が確認された. また,  
RXTEや INTEGRALが報告した軌道周期と2σレベル, 
Swiftが報告した軌道周期と 4σレベルで一致した 18.5
日の周期性も確認された. 
今後の課題として, 別の SFXTs天体の軌道周期の確
認, 調査を行う. また, 得られた強度分布や特徴から, 
SFXTのモデルに対する制限を加えることである. 
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